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第３回太田西複合拠点公共施設ワークショップ 「新しい太田の風景をつくる」 

 

日時： １０月３日（日） 

場所： 尾島庁舎４階 大会議室（太田市粕川町 520 番地） 

時間： １４時～１７時 

参加者：平田晃久 

平田晃久建築設計事務所（外木、渋谷、松田、市古、花輪、高橋） 

    国際開発コンサルタンツ（氏原、前川） 

目的・内容 

＜前半＞ レクチャー   ：これまでのワークショップのふり返りとベース案 

図書館の事例 

プラン案と検討軸 

＜後半１＞ディスカッション：図書館スペースのゾーニングの決定：児童閲覧、

ギャラリー、学習席 

＜後半２＞エクササイズ  ：屋上のゾーニング 

スケジュール 

＜前半＞  レクチャー 

14:00-14:15 これまでのワークショップのふり返りとベース案について（p.2-①） 

14:15-14:30 図書館の事例についてのレクチャー（p.2-②） 

14:30-15:00 プラン案と検討軸について説明（p.2-③） 

15:00-15:05 休憩 

＜後半１＞ ディスカッション 

15:05-15:10 ディスカッションの段取りについて説明 

15:10-15:50 グループワーク①（p.2-④） 

15:50-16:05 案の決定（p.2-⑤） 

16:05-16:15 設計者によるコメント 

16:15-16:20 休憩 

 

＜後半２＞ エクササイズ  

16:20-16:25 エクササイズの段取りについて説明 

16:25-16:45 グループワーク②（p.2-⑥） 

16:45-16:55 全体共有 

16:55-17:00 設計者によるコメント 

 

 

第３回ディスカッションでは、「図書館連携と各機能配置」

をテーマに次の３案について議論をしました。 

 

A 案        B 案         C 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供ゾーン：川に沿ってたなびく

（1～2F） 

学習スペース：通路スペースに混

ざる 

展示スペース：壁面に配置 

 

カフェ・ブラウジング： 

1F エントランス近く 

子供ゾーン：2F に集約する 

 

学習スペース：島状にスペースを

つくる 

展示スペース：島状にスペースを

つくる 

カフェ・ブラウジング： 

築山側に配置、1～2F 

子供ゾーン：エントランスを取り囲む

（1～2F） 

学習スペース：多目的スペースを臨時

で利用 

展示スペース：壁面に配置 

 

カフェ・ブラウジング： 

1F エントランス近く 
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②図書館の事例についてのレクチャー 

 

 

 

 

 

 

 

③プラン案と検討軸について説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のワークショップには 21 名の方が参加

されました。 

太田市から開会のあいさつの後、第 2 回ワ

ークショップで頂いたご意見をふり返りと、前

回のワークショップで選ばれた D‘案（D 案を

反時計回りに 90 度回転させた案）をもとにつ

くられた、今回ワークショップのベース案につ

いての説明がありました。 

 

 

図書館スペースのゾーニングを決定するに

あたり、国内外問わず多くの図書館の施設計

画に携わられている東北大学 小野田泰明先

生から世界の図書館の歴史と潮流について

紹介いただきました。 

 

 

 

設計者の建築家 平田晃久より A～C 案の

説明がありました。A 案は子供ゾーンが川に

沿ってたなびき展示スペースが壁面に配置さ

れる案、B 案は子供ゾーンを 2 階に集約し展

示スペースを島状につくる案になります。C 案

エントランスを取り囲むように子供ゾーンを配

置し、展示スペースは壁面に配置する案です。 

④グループワーク① 

 

 

 

 

 

 

 

⑤案の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥グループワーク➁ 

 

 

 

 

 

 

 

5 分の休憩をはさみ、グループワークとして

各案の「よいところ」、「よくないところ」を探し、

ポストイットに意見を書いていきました。 

A 案では多世代で交流ができること、B 案

では川沿いにあるカフェが魅力的であるなど

があげられていました。C 案では、児童書が

近くにあってよいなどの意見を頂きました。 

 

案の決定を行うため、まずどの案が良いか

多数決を取ったところ、B 案が最も多い結果と

なりました。案を決定するための議論では、A

案の子供ゾーンが一帯となり、子供と大人の

境界線、世代間の垣根がない部分や、B 案の

カフェが突出しており、ブラウジングが東西に

引っ張られている部分が良いなどの意見を出

し合いました。最終的には、階段付近に子供

とブラウジングの中間的なゾーンをつくる、A と

B の折衷案に決定しました。 

 

最後に次回ワークショップに向けて、駐車

場と屋上部分の「よいところ」、「こうなったらい

いな」を探し、ポストイットに意見を書いていき

ました。風よけや日よけ、手洗い場が欲しいや

一年中花が咲くようにしてほしいなどの意見を

頂きました。 

①これまでのワークショップのふり返りとベース案について 
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 子供ゾーン：川に沿ってたなびく（1～2F） 

学習スペース：通路スペースに混ざる 

展示スペース：壁面に配置 

カフェ・ブラウジング：1F エントランス近く 

子供ゾーン：2F に集約する 

学習スペース：島状にスペースをつくる 

展示スペース：島状にスペースをつくる 

カフェ・ブラウジング：築山側に配置、1～2F 

A と B の折衷案としました 

まず、案の決定を行うにあたり多数決を取ったところ、B 案が最も多い結

果となりました。各案を選んだ方から、その案の良い点等の意見を頂き、議

論しました。A 案では子供と大人の境界線がない部分が、B 案ではカフェが

突出している部分が良いなどのご意見を頂く中で、A と B の折衷案となった

場合に、カフェを組み込むこととなり、飲み物を館内で飲むことは問題がな

いかの議論がありました。最近の図書館の利用方法等を踏まえ、蓋つきの

飲み物とすることで、可能となるとの話が上がりました。 

最終的には、階段付近に子供とブラウジングの中間的なゾーンをつくる、

A と B の折衷案に決定いたしました。 

議論の中で設計者の建築家 平田晃久が以下のコメントをしています。 

皆さんのご意見１つ１つは確かにその通りと思い聞いていた。異年齢の

子供が別々の場所にいる場合、保護者の目配りには留意が必要だと思う。 

その上で、A 案は子供ゾーンが一帯となっており、子供たちの世界が大

人たちの方に入ってくる部分、B 案はカフェが突出しており、ブラウジングが

東西に引っ張られている部分が各案の良いところだと考える。 

色を塗ってゾーニングすると、そこではその内容しかできないと思ってし

まうが、そうではなく、例えば、階段などは「何をしても良いゾーン」と考える

ことができる。階段で子供たちに読み聞かせをする保護者の方がいたり、絵

本の一部が階段に置かれていたりすることもあると思う。階段付近は子供ゾ

ーンとブラウジングゾーンの中間的なゾーンをつくることで、A と B の良いと

ころを出すことができると思う。 

また、学習ゾーンについては C 案の多目的スペースを臨時に活用する案

を盛り込むことも可能である。 

そのような考え方で、A と B の折衷案が皆さんの意見を取り込んだものに

なり、設計者としても良いと思う。 

A   ＋   B 
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グループワーク① 
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グループワーク① 
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グループワーク① 
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グループワーク➁ 


